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 要  旨 
  本研究は，ブラインド信号源分離(BSS: Blind Source Separation)に用いられる独立成分分析
(ICA: Independent Component Analysis)を音響エコーキャンセラー (AEC: Acoustic Echo 
Canceler)に適用する手法を取り扱っている．一般に ICA では，互いに独立な信号源を分離でき
てもチャンネルの特定やパワーは曖昧であり，分離性能は個々の独立成分の振幅分布関数の確定
に依存する．すなわち，ICA の分離性能はスコア関数の選択に依存するので，本研究では「一般
化コーシー分布(GCD: Generalized Cauchy Distribution)」を想定してその形状をパラメトリッ
クに決定し，ICA のスコア関数を導く方法を採用している．GCD は尾部が長く伸びており，イ
ンパルス性成分を含む音声信号に対しては尾部の短い分布関数よりも良くモデル化可能である．
GCD に対応してスコア関数を推定することで，信号の振幅分布関数を事前に知る必要がなくな
り，独立成分対干渉成分の比 (SIR: Signal to Interference Ratio)で計量した分離性能が著しく向
上することを確認した． 
  本論文中には ICA を BSS に応用した成果と AEC に応用した成果とを章を分けて記述した．
BSS については基本的な瞬時混合から出発して畳み込み混合について考察し，最終的にサブバン
ド分解型のアルゴリズムについて実装してその性能を検証した．この結果，サブバンド分解型ア
ルゴリズムの時間分解部に本研究で取り上げた GCD に基づくスコア関数を用いると収束が速く
かつ高い SIR が得られることを確認した． 
  一方，AEC への応用では，通信を行う双方が同時に発話するいわゆるダブルトーク状態にどの
ように対応できるかが課題であり，収束が高速であるために良く使用される学習同定法ではダブ
ルトークに対応できないことを確認した．学習同定法のステップサイズを可変にした場合はダブ
ルトーク状態でも動作する．しかし，学習同定法型のアルゴリズムは信号間の無相関性を前提と
している．エコーキャンセラーでは基本的に双方の話者の発話の独立性を考慮する必要があり，
ICA で用いられる自然勾配型のアルゴリズムについて考察した．会話音声の振幅分布の推定に一
般化ガウス分布モデルと一般化コーシー分布(GCD)を用いた場合の収束性能と定常状態における
誤差量の評価を行い，これらの方法が学習同定法やステップサイズを可変したその亜種に比べて
高い性能を発揮することを確認した．音響空間のインパルス応答が途中で変化する場合にも，
GCD ベースの柔軟なスコア関数の選択による AEC が高い性能を発揮することを確認できた． 
 
